
	分類
	No.
	要求
	対象
	実現
	獲得ポイント数
	添付資料
	ねらい

	構造と縫製
	1
	本体のまとめの縫製は二度縫いがされているか。
	本体部分
	はい　/　いいえ
	1
	なし
	糸のほつれ防止

	
	2
	特に力が掛かりやすい部分は二度縫い、バータック加工（棒状の補強縫製）、並縫いの途中の返し針、鋲・カシメ・リベット止めなどの補強がされているか。
	把手やショルダーの付け根部分、ポケット部分
	はい　/　いいえ
	1
	本書類に補強の内容を記入
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	糸のほつれ防止

	
	3
	縫合部の生地の切り口は、裁断面が表に出ないような縫製がされているか、あるいは縁を縫い付ける、パイピングを行うなどのほつれ防止対策がされているか。
	本体の縫合部
	はい　/　いいえ
	1
	本書類に対策の内容を記入
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	糸のほつれ防止

	
	4
	裏地の取付箇所は、補強縫製がされているか。
	本体裏地の取付箇所
	はい　/　いいえ
	1
	本書類に対策の内容を記入
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	糸のほつれ防止

	
	5
	ファスナーの取替え（縫い直し）を前提に設計がされているか。
	本体のファスナー開口部
	はい　/　いいえ
	1
	なし
	修理の容易化

	
	6
	磨耗しやすい部分は、他の部分より丈夫な生地を用いる、補強部材でガードするなどの対策がされているか。
	本体部分（かど）、把手
	はい　/　いいえ
	1
	本書類に対策の内容を記入
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	長期使用の促進

	
	7
	製造事業者（製品企画者を含む）は、申込製品の企画段階からフィールドテストを行い、不具合が発生しないか、不具合が出た箇所について対策を行ったか。
	製品全体
	はい　/　いいえ
	1
	なし
	長期使用の促進

	
	8
	製造事業者（製品企画者を含む）は、高温・多湿などの過酷な条件下において、申込製品の耐久性試験を行ったか。
	製品全体
	はい　/　いいえ
	1
	なし
	長期使用の促進

	
	9
	縫い目から生地が破断してしまわないよう、生地の材質に応じて、適正な縫い目のピッチ（間隔）で縫製を行ったか。
	製品全体
	はい　/　いいえ
	1
	なし
	

	材料の選択
	10
	表地の[ x ]%以上にリサイクル繊維、または再生プラスチックを使用しているか。
	製品全体(表地)
	X≧50
	3
	製品質量割合証明書（記入表101-18A）および原料供給証明書（記入表101-5）
	環境負荷低減効果

	
	
	
	
	X≧40
	2
	
	

	
	
	
	
	X≧20
	1
	
	

	
	11
	表地の[ x ]%以上にバイオマス合成繊維、またはバイオマスプラスチックを使用し、バイオベース合成ポリマー含有率が[ y ]%以上であるか。
	製品全体(表地)
	X≧25かつ
Y≧10
	1
	製品質量割合証明書（記入表101-18C）、原料供給証明書（記入表101-8）、記入表101-9(a)、記入表101-9(c)_
[bookmark: _GoBack]※エコマークで認定事例のないバイオマスプラスチックやバイオマス原料の場合：記入表101-9(b)
	環境負荷低減効果

	
	12
	ファスナーは、JIS S3015の強度規格を満足するものを採用しているか。
	ファスナー
	はい　/　いいえ
	1
	採用するファスナーがJIS規格に適合していることを証明する試験結果（JIS認定工場の写しでも可）
	長期使用の促進

	
	13
	ファスナーは、スライダーの交換が可能なものを採用しているか。
	ファスナー
	はい　/　いいえ
	1
	なし
	修理の容易化

	
	14
	縫製糸は、ナイロン糸や、番手の太いもの（20番以上）を採用しているか。
	製品全体（主要部分）
	はい　/　いいえ
	1
	なし
	長期使用の促進

	
	15
	生地は、たて糸・よこ糸の太さが太いものや、強撚糸ナイロン、アラミド繊維ナイロン（バリスティックナイロン）など強度に優れたものを採用しているか。
	製品全体（主要部分）
	はい　/　いいえ
	1
	本書類に選択した材料を記入
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	長期使用の促進

	
	16
	生地は、JIS L0849にもとづく摩擦染色堅牢度が乾燥・湿潤ともに3級以上のものを採用しているか。
	製品全体（主要部分）
	はい　/　いいえ
	1
	JIS L0849にもとづく試験結果（写しでも可）
	長期使用の促進

	
	17
	金具同士が擦れ合う箇所は、摩擦に強い金属（鉄など）を採用しているか。
	肩ひもの取り付けフック部分など
	はい　/　いいえ
	1
	本書類に選択した材料を記入
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	長期使用の促進

	長期使用化
	18
	1年間以上(ランドセルについては、6年間以上)の長期保証制度が用意されているか。なお、長期保証制度は、保証開始日と保証期間、ならびに保証内容（保証対象となる部分、請求できる内容（修補請求など））を明確にしていることを条件とする。
	製品全体
	はい　/　いいえ
	3
	製品の長期保証制度の概要を説明する資料（品質保証書など）
	長期使用の促進

	
	
	
	
	合計ポイント
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別表2　長期使用設計チェックリスト

商品ブランド名または型式名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊10ポイント以上を適合と判定するチェック項目設定の考え方は、「解説」B-1項（5ページ）を参照ください
型式名称



